


  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 サレジオ工業高等専門学校 
設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

専攻科課程 
生産システム工

学専攻 

夜 ・

通信 

0 

0 10-11 10-11 7  

準学士課程 

 

デザイン学科 
夜 ・

通信 

3 

12 15 7  

電気工学科 
夜 ・

通信 
5 8 7  

機械電子工学科 
夜 ・

通信 
7 10 7  

情報工学科 
夜 ・

通信 
6 9 7  

（備考） 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
実務経験教員による授業科目一覧 

（URL）http://www.salesio-sp.ac.jp/main/syllabus/index.html 
 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 サレジオ工業高等専門学校 
設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人 育英学院 ホームページ 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/ikueigakuin.html 
 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 ３年 法務・労務 

非常勤 金融関係 ３年 財務 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 サレジオ工業高等専門学校 

設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業担当者は「シラバス作成のガイドライン」に従い授業計画書を作成する（3月）．

所属長は、授業担当者から提出された授業計画書の原稿を点検し、必要であれば授業

担当者へ修正を依頼する（3月下旬〜4月上旬）。授業担当者は初回の授業で授業計画

書を学生へ配布し授業計画書の記載内容を説明する（前期・通年科目：4 月、後期科

目：9月）。一方、全ての授業計画書は製本され PDF冊子として本校ホームページにて

学生・保護者等へ公開される（6月上旬）。 

 さらに、準学士課程の学生へは選択科目履修ガイダンスを、専攻科課程の学生へは

JABEE教育プログラム説明会および入学時のガイダンスを実施している。 

授業計画書の公表方法 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/syllabus/index.html 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
 成績評価・単位認定についてはサレジオ工業高等専門学校教務規則に定められてお

り、全学生に配布される学生便覧(info)に記載され周知が図られている。 

 各科目の評価については、シラバスに記載された評価方法に従い、到達目標の達成

状況を 100点満点で総合的に判断している。また、成績報告のマニュアルを策定し、

年間数回の成績操行会議を開催し、規定に基づいて運用している。さらに単位認定に

ついては年度末に及落判定会議及び卒業・修了判定会議を開催し、規程に基づいて運

用している。 

 さらに、学生及び保護者による成績評価に関する意見申立についても規程に定めら

れており、教員・学生双方から成績評価の透明性を担保する取組をしている。 

（参考：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/regulations.html） 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 （準学士課程） 

 準学士課程では、各科目の成績を点数（100点満点）で評価し、対象となる科目（必

修科目および選択必修科目、ただし合否・認否科目を除く）成績の平均点を算出する。

学生へは 4半期毎に履修科目の成績、対象科目の平均点による学科クラス内順位を「成

績通知書」にて提示している。 

 

（専攻科課程） 

 専攻科課程では、各科目の成績を点数（100 点満点）で評価し、履修科目（不合格

科目および合否・認否科目を除く）成績の平均点を算出する。学生へは半期毎に履修

科目の成績を提示するとともに、JABEE プログラム到達度チェックシートにて履修科

目成績の平均点による JABEEプログラム総合達成度を提示している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/regulations.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（準学士課程） 

[ 内  容 ]：Ａ．基礎力、Ｂ．実践力、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国

際性に関する能力を身に付け、167 単位以上（一般科目 75 単位以上、専門科目 82 単位以

上およびすべての必修科目を含む）を修得した学生に対して卒業を認定する。 

[実施状況]：卒業の認定方針に定められた身に付けるべき能力は、教育課程における必修

単位の授業に対応付けられており、各能力に対応する授業の単位修得をもってその能力が

身に付いたものとしている。また卒業の認定は、卒業判定会議において単位修得状況を確

認したうえで、卒業の認定方針に定められた修得単位数を満たす者について認められてい

る。 

 

（専攻科課程） 

[ 内  容 ]：Ａ．基礎力、Ｂ．実践力、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国

際性に関する能力を身に付け、専攻科課程において 62 単位以上（すべての必修科目を含

む）を修得した学生に対して修了を認定する。 

[実施状況]：修了の認定方針に定められた身に付けるべき能力は、教育課程における授業

に対応付けられており、各能力に対応する授業の単位修得をもってその能力が身に付いた

ものとしている。また修了の認定は、専攻科修了判定会議において単位修得状況を確認し

たうえで、修了の認定方針に定められた修得単位数を満たす者について認められている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/education/diploma_policy.html 

 

  

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/diploma_policy.html
http://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/diploma_policy.html


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 サレジオ工業高等専門学校 

設置者名 学校法人 育英学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
収支計算書又は損益計算書 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
財産目録 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
事業報告書 http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 
監事による監査報告（書） http://www.salesio-sp.ac.jp/main/disclosure/index.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/self_assessment.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/hyouka.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/purpose.html） 
（概要） 

本校は学校教育法により、深く専門の学芸を教授し、高度の工業専門教育を施し、カト

リック・サレジオ修道会の教育理念に基づいて国家及び社会の有為な形成者として必要な

資質を養い、個性の確立伸長に努めることを目的とする（学則３７条）。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/education/diploma_policy.html） 

（概要） 

（準学士課程） 

Ａ．基礎力、Ｂ．実践力、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国際性に関する能

力を身に付け、167 単位以上（一般科目 75 単位以上、専門科目 82 単位以上およびすべて

の必修科目を含む）を修得した学生に対して卒業を認定する。 

（専攻科課程） 

Ａ．基礎力、Ｂ．実践力、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国際性に関する能

力を身に付け、専攻科課程において 62 単位以上（すべての必修科目を含む）を修得した学

生に対して修了を認定する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/curriculum_policy.html） 

（概要） 

（準学士課程） 

準学士課程では、ディプロマ・ポリシーに示す能力を身に付けさせるために、５年一貫

教育を念頭に置いて、一般科目、専門科目及びその他必要な科目に対して、編成方針（５

方針）・実施方針（２方針）・評価方針（３方針）を定めこれらに基づいて教育を行う。 

（専攻科課程） 

専攻科課程では、専攻科が掲げる「Ｔの字型教育」（入学までに身に付けた専門基礎に

関する学修成果を縦棒とし、これに立脚する横棒を専攻科課程の「複合領域教育」とした

もの）により、ディプロマ・ポリシーに示す能力を身に付けさせるために、一般科目、専

門科目およびその他必要な科目に対して、編成方針（４方針）・実施方針（３方針）・評

価方針（３方針）を定めこれらに基づいて教育を行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/education/admission_policy.html） 

（概要） 

（準学士課程） 

準学士課程では、ディプロマ・ポリシーに示される「基礎力」、「実践力」、「コミュニ

ケーション力」、「人間性」、「国際性」を備えた技術者を育成するために、入学者に求め

る４つの人物像を示し、そのような学生を受け入れるために、ＡＯ入学者選抜、推薦入学

者選抜、学力入学者選抜など８つの多様な入学者選抜を実施する。 

 

（専攻科課程） 

専攻科課程では、ディプロマ・ポリシーに示される「基礎力」、「専門力」、「コミュニケ

ーション力」、「人間性」、「国際性」を備えた技術者を育成するために、入学者に求める

４つの人物像を示し、そのような学生を受け入れるために、推薦入学者選抜、学力入学者

選抜を実施する。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_us/organization.html 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ２人 － ２ 人 

デザイン学科 － ０ 人 ８ 人 ０ 人 ０ 人 ０ 人 ８ 人 

電気工学科 － ４ 人 ２ 人 ２ 人 １ 人 ０ 人 ９ 人 

機械電子工学科 － ４ 人 ２ 人 ０ 人 １ 人 ０ 人 ７ 人 

情報工学科 － ３ 人 ４ 人 ２ 人 ０ 人 ０ 人 ９ 人 

一般教育科 － ４ 人 ６ 人 ４ 人 ４ 人 ０ 人 １８ 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 51人 51人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.kenkyu.salesio-special.com/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

デザイン学科 ４５ 人 ４１ 人 91.1％ 225 人 １８５ 人 82.2 ％ 若干名 人 ０ 人 

電気工学科 ４５ 人 ４８ 人 106.7％ 225 人 １９５ 人 86.7 ％ 若干名 人 ０ 人 

機械電子工学

科 ４５ 人 ６２ 人 137.8％ 225  人 ２４７ 人 109.8 ％ 若干名 人 ０ 人 

情報工学科 ４５ 人 ４９ 人 108.9％ 225  人 ２４３  人 108.0 ％ 若干名 人 ０ 人 

合計 １８０ 人 ２００ 人 111％ 900  人 ８７０ 人 96.7 ％ 人 ０ 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

デザイン学科 
34人 

（100％） 

14人 

（  41.2％） 

17人 

（   50％） 

3人 

（  8.8％） 

電気工学科 
28人 

（100％） 

8人 

（  28.6％） 

19人 

（  67.9％） 

1人 

（  3.5％） 

機械電子工学

科 

43人 

（100％） 

6人 

（  14.0％） 

36人 

（  83.7％） 

1人 

（  2.3％） 

情報工学科 
48人 

（100％） 

18人 

（  37.5％） 

30人 

（  62.5％） 

0人 

（  0.0％） 



  

専攻科 
13人 

（100％） 

8人 

（  61.5％） 

5人 

（  38.5％） 

0人 

（  0.0％） 

合計 
166人 

（100％） 

54人 

（  32.5％） 

107人 

（  64.5％） 

5人 

（  3.0％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

早稲田大学大学院、慶應義塾大学大学院、長岡技術科学大学、千葉大学、武蔵野美術大学、日本大学、ダ

イキン工業㈱、(独)国立印刷局、東海旅客鉄道㈱、森永乳業㈱)、（株）ＮＴＴ-ＭＥ、ＮＴＴコムエンジ

ニアリング（株）、富士通（株）、日本電設工業（株） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業担当者は「シラバス作成のガイドライン」に従い授業計画書を作成する（3月）。所属

長は、授業担当者から提出された授業計画書の原稿を点検し、必要であれば授業担当者へ修正

を依頼する（3 月下旬〜4 月上旬）。授業担当者は初回の授業で授業計画書を学生へ配布し授

業計画書の記載内容を説明する（前期・通年科目：4 月、後期科目：9 月）。一方，全ての授

業計画書は製本され PDF冊子として本校ホームページにて学生・保護者等へ公開される（6 月

上旬）。 

 さらに、準学士課程の学生へは選択科目履修ガイダンスを、専攻科課程の学生へは JABEE教

育プログラム説明会および入学時のガイダンスを実施している。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

授業科目の学習成果の評価についてはサレジオ工業高等専門学校教務規則に定められてお

り、全学生に配布される学生便覧(info)に記載され周知が図られている。 

 各科目の評価については、シラバスに記載された評価方法に従い、到達目標の達成状況を 100

点満点で総合的に判断している。また、成績報告のマニュアルを策定し、年間数回の成績操行

会議を開催し、規定に基づいて運用している。さらに単位認定については年度末に及落判定会

議及び卒業・修了判定会議を開催し、規程に基づいて運用している。 

 （準学士課程） 

Ａ．基礎力、Ｂ．実践力、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国際性に関する能力

を身に付け、167 単位以上（一般科目 75単位以上、専門科目 82 単位以上およびすべての必修

科目を含む）を修得した学生に対して卒業を認定する。 

 



  

（専攻科課程） 

Ａ．基礎力、Ｂ．実践力、Ｃ．コミュニケーション力、Ｄ．人間性、Ｅ．国際性に関する能力

を身に付け、専攻科課程において 62 単位以上（すべての必修科目を含む）を修得した学生に

対して修了を認定する。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

専攻科課程 
生産システム工学

専攻 
62 単位 有・無 単位 

準学士課程 

 

デザイン学科 167 単位 有・無 単位 

電気工学科 167 単位 有・無 単位 

機械電子工学科 167 単位 有・無 単位 

情報工学科 167 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/main/about_salesio/student_support_center.html 
 
キャンパス概要  

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/facility.html 
課外活動の状況  

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/campuslife/club.html 
 
その他学修環境 
キャリアセンター 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/career_center.html 
総合メディアセンター 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/media_center.html 
応用技術センター 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/applied_tech_center.html 
地域交流センター 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/regional_ex_center.html 
国際交流センター 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/international_ex_center.html 
基礎教育センター 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/support_center/academic_support_center.html 
 
 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

準学士課程 

デザイン学科 

900,000円 0円 237,000円 

準学士課程 4・5年共通 

1年次入学金 300,000円 

実験実習費、施設設備費、校費 

電気工学科 

機械電子工学科 

情報工学科 

専攻科課程 
生産システム工

学専攻 
900,000円 150,000円 385,000円 

専攻科課程 1・2年共通 

実験実習費、施設設備費、校費 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

成績不振の学生については、定期的な会議等で情報共有し、学科ごとに個別に適切な支援

を行なっている。更に基礎教育センターでは、補講などで成績の改善を図っている。また、

学生支援センターでは、修学支援相談員 3 名が学生及び保護者からの相談に応じている。

「修学支援申請書」の提出を受けた場合は、関係部署にて提供可能な支援を検討し、当該学

生・保護者の同意を得た上で実際に支援を提供するシステムとなっている。また、学生の学

会発表・特別活動に係る参加費、交通費の補助なども行っている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

進路選択支援は、キャリアセンターを中心に行われている。 

低学年では主に自分についての振り返りと自己研鑽を目的に「キャリア講演会」や「サマ

ースクール」を行う。また、将来のキャリアを見据えた「資格取得支援」も行っている。高

学年では具体的な進路選択を促すために卒業生を講師としたキャリアデーや地元企業及び大

学による説明会などで進路の調査研究を行っている。また、5年生と専攻科 2年生を対象に

社会人としての意識を高めることを目的に社会人講座を行っている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康等に係る支援については、学生支援センターを中心に行われている。ま

た、担任や研究室指導教員、学年会議や学科会議等で情報が共有され、対応している。学生

支援センターの学生生活相談員 4名（うち 2名は看護師）が学生及び保護者からの相談に応

じている。また、学生生活相談員とは別にスクールカウンセラーが平日午後常駐し、学生及

び保護者に対するメンタル面でのサポートを提供するシステムとなっている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://www.salesio-sp.ac.jp/index.html 
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